
 

 

 

 

１０月３１日～１１月１日広島国際会議場で中国腎不全研究会が開催されました。 

シンポジウムでは尾﨑舞（理事長）が「腎臓リハビリテーション立ち上げから開始まで」を

発表。ポスターセッションでは武田祐樹（リハビリテーション科長）が「虚弱高齢者に対す

る腎臓リハビリテーション導入までの取り組みと経過報告」（学術賞を頂きました）。 

小谷綾乃（透析センター看護師）が「息子と二人暮らしの幻覚、幻聴のある患者の通院支援」、 

中田真広（臨床工学技士）が「A病院における透析中に運動療法導入にあたりその効果検討

について」を発表しました。 

発表の内容は中央ロビーに掲示していますので、是非ご覧ください。 

 


